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ユーザ定義のパフォーマンスしきい値を管理する

パフォーマンスしきい値ポリシーを使用して、 Unified Manager がイベントを生成し、
ワークロードパフォーマンスに影響している可能性のある問題についてシステム管理者
に通知するレベルを決定できます。このしきい値ポリシーは、
_user_defined_performance しきい値と呼ばれます。

このリリースでは、ユーザ定義、システム定義、および動的なパフォーマンスしきい値がサポートされます。
動的およびシステム定義のパフォーマンスしきい値の場合、 Unified Manager がワークロードのアクティビテ
ィを分析して、適切なしきい値を決定します。ユーザ定義のしきい値の場合、多くのパフォーマンスカウンタ
およびストレージオブジェクトに対してパフォーマンスの上限を定義できます。

システム定義のパフォーマンスしきい値と動的なパフォーマンスしきい値は Unified Manager

によって設定され、ユーザが設定することはできません。システム定義のパフォーマンスしき
い値ポリシーから不要なイベントが送られてくる場合は、Configuration/Manage Eventsページ
から個 々 のポリシーを無効にできます。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーの仕組み

ストレージオブジェクト（アグリゲートやボリュームなど）に対してパフォーマンスし
きい値ポリシーを設定して、クラスタでパフォーマンス問題が発生していることを通知
するイベントをストレージ管理者に送信できるようにします。

ストレージオブジェクトのパフォーマンスしきい値ポリシーを作成する手順は次のとおりです。

• ストレージオブジェクトを選択する

• オブジェクトに関連付けられているパフォーマンスカウンタを選択しています

• 警告および重大な状況とみなされるパフォーマンスカウンタの上限値を指定します

• カウンタが上限値を超える必要がある期間を指定します

たとえば、ボリュームの IOPS が 10 分間連続して 1 秒あたり 750 件の処理数を超えるたびに重大イベントの
通知を受け取るように、ボリュームに対してパフォーマンスしきい値ポリシーを設定できます。同じしきい値
ポリシーで、 IOPS が 10 分間にわたって 1 秒あたり 500 件の処理数を超えたときに警告イベントを送信する
ように指定することもできます。

現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしきい値を設
定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしきい値は設定でき
ません。

次のカウンタグラフの例では、 1 ： 00 に警告のしきい値（黄色のアイコン）に違反し、 12 ： 10 、 12 ：
30 、 1 ： 10 に重大のしきい値（赤のアイコン）に違反していることがわかります。
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しきい値の違反は、指定した期間、継続的に発生する必要があります。何らかの理由でしきい値を下回った場
合は、以降の違反が新しい期間の開始とみなされます。

一部のクラスタオブジェクトとパフォーマンスカウンタでは、 2 つのパフォーマンスカウンタが上限を超え
た場合にイベントが生成されるしきい値ポリシーを作成できます。たとえば、次の条件を使用してしきい値ポ
リシーを作成できます。

クラスタオブジェク
ト

パフォーマンスカウ
ンタ

警告しきい値 重大のしきい値 期間

ボリューム レイテンシ 10 ミリ秒 20 ミリ秒 15 分

2 つのクラスタオブジェクトを使用するしきい値ポリシー原因両方の条件に違反した場合にのみイベントが生
成されます。たとえば、次の表に定義されているしきい値ポリシーを使用します。

ボリュームレイテンシの平均 アグリゲートのディスク利用率 作業

15 ミリ秒 50% イベントは報告されません。

15 ミリ秒 75% 警告イベントが報告されます。

25 ミリ秒 75% 警告イベントが報告されます。
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25 ミリ秒 90% 重大イベントが報告されます。

パフォーマンスしきい値ポリシーを超えた場合の動作

カウンタの値が定義されているパフォーマンスしきい値を超えて指定された期間が経過
すると、しきい値違反としてイベントが報告されます。

イベントにより、次の処理が開始されます。

• パフォーマンスダッシュボード、パフォーマンスクラスタの概要ページ、イベントページ、およびオブジ
ェクト固有のパフォーマンスインベントリページにイベントが表示されます。

• （オプション）イベントに関する E メールアラートを 1 つ以上の受信者に送信したり、 SNMP トラップ
をトラップレシーバに送信したりできます。

• （オプション）ストレージオブジェクトを自動的に変更または更新するスクリプトを実行できます。

最初のアクションは常に実行されます。オプションアクションを実行するかどうかは、設定/アラートページ
で設定します。警告と重大のしきい値ポリシーについて、違反した場合の処理をそれぞれ定義することができ
ます。

ストレージオブジェクトでパフォーマンスしきい値ポリシー違反が発生した場合、カウンタの値がしきい値を
下回り、その制限の期間がリセットされるまでは、そのポリシーに対する以降のイベントは生成されません。
しきい値を超えたままイベントが継続していることを示すために、イベントの終了時刻が更新されます。

しきい値イベントには重大度やポリシー定義に関する情報がキャプチャされるため、以降にしきい値ポリシー
が変更された場合でもそのイベントに対して表示されるしきい値情報は変化しません。

しきい値を使用して追跡可能なパフォーマンスカウンタ

IOPSやMBpsなど、一部の共通のパフォーマンスカウンタでは、すべてのストレージオ
ブジェクトを対象にしきい値を設定できます。それ以外のカウンタでは、特定のストレ
ージオブジェクトに対してのみしきい値を設定できます。

使用可能なパフォーマンスカウンタ

ストレージオブジェクト パフォーマンスカウンタ 説明

クラスタ IOPS クラスタで処理される 1 秒あたり
の平均入出力処理数

MBps このクラスタとの間で転送された
データの 1 秒あたりの平均メガバ
イト数。

ノード

IOPS ノードで処理される 1 秒あたりの
平均入出力処理数

MBps
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ストレージオブジェクト パフォーマンスカウンタ 説明

このノードとの間で転送された 1

秒あたりの平均データ量（ MB
）。

レイテンシ ノードがアプリケーションの要求
に応答するまでの平均時間（ミリ
秒）。

利用率 ノードの CPU と RAM の平均使用
率

使用済みパフォーマンス容量

ノードによるパフォーマンス容量
の平均消費率

使用済みパフォーマンス容量 - テ
イクオーバー

ノードによるパフォーマンス容量
の平均消費率とパートナーノード
のパフォーマンス容量

アグリゲート IOPS アグリゲートで処理される 1 秒あ
たりの平均入出力処理数

MBps このアグリゲートとの間で転送さ
れた 1 秒あたりの平均データ量（
MB ）。

レイテンシ

アグリゲートがアプリケーション
の要求に応答するまでの平均時間
（ミリ秒）。

利用率 アグリゲートのディスクの平均使
用率

使用済みパフォーマンス容量 アグリゲートによるパフォーマン
ス容量の平均消費率

Storage Virtual Machine （ SVM ）

IOPS SVM で処理される 1 秒あたりの平
均入出力処理数

MBps

この SVM との間で転送されたデー
タの平均メガバイト数 / 秒

レイテンシ SVM がアプリケーションの要求に
応答するまでの平均時間（ミリ秒
）。

ボリューム IOPS ボリュームで処理される 1 秒あた
りの平均入出力処理数

MBps このボリュームとの間で転送され
た 1 秒あたりの平均データ量

レイテンシ

ボリュームがアプリケーションの
要求に応答するまでの平均時間（
ミリ秒）。

キャッシュミス率 クライアントアプリケーションか
らの読み取り要求に対してキャッ
シュからではなくボリュームから
データが返される割合の平均値

LUN IOPS LUN で処理される 1 秒あたりの平
均入出力処理数

4



ストレージオブジェクト パフォーマンスカウンタ 説明

MBps この LUN との間で転送されたデー
タの平均メガバイト数 / 秒

レイテンシ

LUN がアプリケーションの要求に
応答するまでの平均時間（ミリ秒
）。

ネームスペース IOPS

ネームスペースで処理される 1 秒
あたりの平均入出力処理数

MBps このネームスペースとの間で転送
された 1 秒あたりの平均データ量
（ MB ）。

レイテンシ ネームスペースがアプリケーショ
ンの要求に応答するまでの平均時
間（ミリ秒）。

ポート

帯域幅使用率 ポートの使用可能な帯域幅の平均
使用率

MBps

このポートとの間で転送された 1

秒あたりの平均データ量（ MB
）。

論理インターフェイス（LIF） MBps

パフォーマンス容量のデータは、クラスタ内のノードにONTAP 9.0以降のソフトウェアがイン
ストールされている場合にのみ表示されます。

組み合わせしきい値ポリシーで使用できるオブジェクトとカウ
ンタ

組み合わせポリシーで一緒に使用できるパフォーマンスカウンタには種類に制限があり
ます。プライマリとセカンダリのパフォーマンスカウンタを指定した場合、両方のパフ
ォーマンスカウンタが上限を超えたときにイベントが生成されます。

プライマリストレージのオブジェクトとカウンタ セカンダリストレージのオブジェクトとカウンタ

ボリュームレイテンシ Volume IOPS の略

ボリュームMBps アグリゲート利用率

アグリゲート - 使用済みパフォーマンス容量 ノード利用率

ノード使用済みパフォーマンス容量 ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオーバー

LUN レイテンシ LUN の IOPS
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プライマリストレージのオブジェクトとカウンタ セカンダリストレージのオブジェクトとカウンタ

LUN MBps アグリゲート利用率

アグリゲート - 使用済みパフォーマンス容量 ノード利用率

ノード使用済みパフォーマンス容量 ノード使用済みパフォーマンス容量 - テイクオーバー

ボリュームの組み合わせポリシーがFlexVol ボリュームではなくFlexGroup ボリュームに適用さ
れる場合、セカンダリ・カウンタとして選択できる属性は「ボリュームIOPS」と「ボリュー
ムMBps」だけです。しきい値ポリシーにノードまたはアグリゲートの属性が 1 つでも含まれ
ていると、そのポリシーは FlexGroup ボリュームには適用されず、エラーメッセージが表示さ
れます。これは、 FlexGroup ボリュームは複数のノードまたはアグリゲートに存在できるため
です。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを作成する

ストレージオブジェクトに対するパフォーマンスしきい値ポリシーを作成して、パフォ
ーマンスカウンタが特定の値を超えたときに通知が送信されるように設定します。イベ
ント通知により、クラスタでパフォーマンス問題が発生していることを確認できます。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。

このタスクについて

パフォーマンスしきい値ポリシーを作成するには、Create Threshold Policyページでしきい値を入力します。
このページでポリシーのすべての値を定義して新しいポリシーを作成できるほか、既存のポリシーのコピー
（cloning）内の値を変更することもできます。

しきい値の有効な値は、数値については 0.001~10 、 000 、 000 、割合については 0.001~100 、使用済みパ
フォーマンス容量の割合については 0.001~200 です。

現在のリリースでは、カウンタの値が設定値を超えたときにイベントを送信するしきい値を設
定できます。カウンタの値が設定値を下回ったときにイベントを送信するしきい値は設定でき
ません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、* Configuration > Performance Thresholds *を選択します。

Configuration / Performance Thresholdsページが表示されます。

2. 新しいポリシーを作成するか、類似のポリシーのクローンを作成して変更するかに応じて、該当するボタ
ンをクリックします。
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目的 をクリックします

新しいポリシーを作成します。 • 作成 * 。

既存のポリシーのクローンを作成します 既存のポリシーを選択し、 * Clone * をクリックし
ます

Create Threshold PolicyページまたはClone Threshold Policyページが表示されます。

3. 特定のストレージオブジェクトに対して設定するパフォーマンスカウンタのしきい値を指定して、しきい
値ポリシーを定義します。

a. ストレージオブジェクトのタイプを選択し、ポリシーの名前と概要を指定します。

b. 追跡するパフォーマンスカウンタを選択し、警告イベントと重大イベントの制限値を指定します。

警告または重大のいずれかの制限を少なくとも 1 つ定義する必要があります。両方のタイプの制限を
定義する必要はありません。

c. 必要に応じて、セカンダリパフォーマンスカウンタを選択し、警告イベントと重大イベントの制限値
を指定します。

セカンダリカウンタを使用する場合は、両方のカウンタが制限値を超えた場合にしきい値違反として
イベントが報告される必要があります。組み合わせポリシーを使用して設定できるオブジェクトとカ
ウンタには制限があります。

d. 制限値に違反した状態がどれくらい続いたらイベントを送信するかを選択します。

既存のポリシーをクローニングする場合は、ポリシーの新しい名前を入力する必要があります。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックして、ポリシーを保存します。

設定/パフォーマンスしきい値ページに戻ります。しきい値ポリシーが作成されたことを示すメッセージが
ページの上部に表示されます。新しいポリシーをストレージオブジェクトにすぐに適用できるように、該
当するオブジェクトタイプのインベントリページへのリンクも表示されます。

完了後

この時点で新しいしきい値ポリシーをストレージオブジェクトに適用する場合は、 * Go to object_type Now *

リンクをクリックしてインベントリページに移動できます。

ストレージオブジェクトにパフォーマンスしきい値ポリシーを
割り当てます

パフォーマンスカウンタの値がポリシーの設定を超えたときに Unified Manager からイ
ベントが報告されるように、ストレージオブジェクトにユーザ定義のパフォーマンスし
きい値ポリシーを割り当てます。
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作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。

オブジェクトに適用するパフォーマンスしきい値ポリシーを用意しておく必要があります。

このタスクについて

パフォーマンスポリシーは、オブジェクトまたはオブジェクトのグループに一度に 1 つずつ適用できます。

各ストレージオブジェクトに最大 3 つのしきい値ポリシーを割り当てることができます。複数のオブジェク
トにポリシーを割り当てる際に、ポリシーがすでに上限まで割り当てられたオブジェクトが含まれていると、
Unified Manager では次のように処理されます。

• 選択したオブジェクトのうち、ポリシーの数が上限に達していないすべてのオブジェクトにポリシーを適
用します

• ポリシーの数が上限に達しているオブジェクトは無視されます

• すべてのオブジェクトにポリシーが割り当てられなかったことを示すメッセージが表示されます

また、しきい値ポリシーで追跡されるカウンタをサポートしていないオブジェクトがある場合、そのオブジェ
クトにはポリシーが適用されません。たとえば、「Performance Capacity Used」しきい値ポリシーを作成
し、ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインストールされていないノードにそのポリシーを割り当てようとして
も、そのノードにはポリシーは適用されません。

手順

1. いずれかのストレージオブジェクトのパフォーマンスインベントリページで、しきい値ポリシーを割り当
てるオブジェクトを選択します。

しきい値を割り当てる対象 をクリックします

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左側にあるチェックボックスを
オンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左側にあるチェックボックスをオ
ンにします。

ページ上のすべてのオブジェクト 。  ドロップダウンボックスで、「 * このペー
ジのすべてのオブジェクトを選択 * 」を選択しま
す。

同じタイプのすべてのオブジェクト 。  ドロップダウンボックスで、「 * すべての
オブジェクトを選択 * 」を選択します。

ソートやフィルタの機能を使用してインベントリページに表示されるオブジェクトのリストを絞り込む
と、複数のオブジェクトにしきい値ポリシーを簡単に適用できます。

2. 選択してから、 * パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当て * をクリックします。
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しきい値ポリシーの割り当てページが表示され、そのタイプのストレージオブジェクトに対応するしきい
値ポリシーのリストが表示されます。

3. 各ポリシーをクリックしてパフォーマンスしきい値設定の詳細を表示し、正しいしきい値ポリシーが選択
されていることを確認します。

4. 適切なしきい値ポリシーを選択したら、 [* ポリシーの割り当て * ] をクリックします。

しきい値ポリシーがオブジェクトに割り当てられたことを示すメッセージがページの上部に表示され、こ
のオブジェクトとポリシーのアラート設定を行えるようにアラートページへのリンクも表示されます。

完了後

特定のパフォーマンスイベントが生成されたことをEメールまたはSNMPトラップで通知するには、設定/アラ
ートページでアラートを設定する必要があります。

パフォーマンスしきい値ポリシーを表示します

現在定義されているパフォーマンスしきい値ポリシーはすべて、Configuration /

Performance Thresholdsページで表示できます。

このタスクについて

しきい値ポリシーのリストは、ポリシー名のアルファベット順にソートされます。このリストには、すべての
タイプのストレージオブジェクトのポリシーが含まれています。列ヘッダーをクリックすると、その列でポリ
シーをソートできます。特定のポリシーを検索する場合は、フィルタと検索を使用して、インベントリリスト
に表示するしきい値ポリシーを絞り込むことができます。

ポリシー名と条件名にカーソルを合わせると、ポリシーの設定の詳細を確認できます。また、ユーザ定義のし
きい値ポリシーを作成、クローニング、編集、削除するためのボタンもあります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、* Configuration > Performance Thresholds *を選択します。

Configuration / Performance Thresholdsページが表示されます。

ユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを編集する

既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのしきい値の設定を編集することができます。
これは、特定のしきい値条件に対するアラートが多すぎたり少なすぎたりする場合に便
利です。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。
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このタスクについて

ポリシーの名前や既存のしきい値ポリシーで監視しているストレージオブジェクトのタイプは変更できませ
ん。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、* Configuration > Performance Thresholds *を選択します。

Configuration / Performance Thresholdsページが表示されます。

2. 変更するしきい値ポリシーを選択し、 * Edit * をクリックします。

しきい値ポリシーの編集ページが表示されます。

3. しきい値ポリシーを変更して、 * Save * をクリックします。

設定/パフォーマンスしきい値ページに戻ります。

結果

変更を保存すると、そのポリシーを使用するすべてのストレージオブジェクトにすぐに反映されます。

完了後

ポリシーに加えた変更の種類に応じて、設定/アラートページでそのポリシーを使用するオブジェクトに設定
されているアラート設定を確認することができます。

ストレージオブジェクトからパフォーマンスしきい値ポリシー
を削除する

Unified Manager でパフォーマンスカウンタの値を監視する必要がなくなった場合は、ス
トレージオブジェクトからユーザ定義のパフォーマンスしきい値ポリシーを削除できま
す。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者のロールが必要です。

このタスクについて

選択したオブジェクトから一度に削除できるポリシーは 1 つだけです。

リストから複数のオブジェクトを選択すると、複数のストレージオブジェクトからしきい値ポリシーを削除で
きます。
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手順

1. いずれかのストレージオブジェクトの * インベントリ * ページで、パフォーマンスしきい値ポリシーが少
なくとも 1 つ適用されているオブジェクトを選択します。

しきい値を消去する対象 手順

単一のオブジェクト そのオブジェクトの左側にあるチェックボックスを
オンにします。

複数のオブジェクト 各オブジェクトの左側にあるチェックボックスをオ
ンにします。

ページ上のすべてのオブジェクト をクリックします  をクリックし、*このペー
ジのすべてのオブジェクトを選択*を選択します。

同じタイプのすべてのオブジェクト をクリックします  をクリックし、*すべての
オブジェクトを選択*を選択します。

2. パフォーマンスしきい値ポリシーのクリア * をクリックします。

しきい値ポリシーのクリアページが表示され、ストレージオブジェクトに現在割り当てられているしきい
値ポリシーのリストが表示されます。

3. オブジェクトから削除するしきい値ポリシーを選択し、 * ポリシーのクリア * をクリックします。

しきい値ポリシーを選択するとそのポリシーの詳細が表示され、適切なポリシーを選択したことを確認で
きます。

パフォーマンスしきい値ポリシーが変更された場合の動作

既存のパフォーマンスしきい値ポリシーのカウンタの値や期間を調整した場合、そのポ
リシーを使用するすべてのストレージオブジェクトに変更が反映されます。新しい設定
はすぐに有効になり、 Unified Manager で新たに収集されるすべてのパフォーマンスデ
ータについて、パフォーマンスカウンタの値が新しいしきい値の設定と比較されるよう
になります。

変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対してのアクティブなイベントがある場合、それ
らのイベントは廃止とマークされ、新たに定義されたしきい値ポリシーとしてカウンタの監視が開始されま
す。

カウンタグラフ詳細ビューでしきい値が適用されているカウンタを表示した場合、重大および警告のしきい値
行には現在のしきい値の設定が反映されます。古いしきい値の設定が有効になっていた期間の履歴データを表
示しても、このページに元のしきい値の設定は表示されません。

古いしきい値の設定はカウンタグラフ詳細ビューに表示されないため、現在のしきい値線より
下に表示される過去のイベントが確認されることがあります。
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オブジェクトの移動によるパフォーマンスしきい値ポリシーへ
の影響

パフォーマンスしきい値ポリシーはストレージオブジェクトに割り当てられているた
め、オブジェクトを移動した場合、割り当てられているすべてのしきい値ポリシーが移
動の完了後もオブジェクトに関連付けられたままになります。たとえば、ボリュームま
たは LUN を別のアグリゲートに移動した場合、しきい値ポリシーは新しいアグリゲート
のボリュームまたは LUN で引き続きアクティブになります。

アグリゲートやノードに追加の条件が割り当てられているなど、セカンダリカウンタ条件があるしきい値ポリ
シー（組み合わせポリシー）の場合、セカンダリカウンタ条件は、ボリュームまたは LUN が移動された新し
いアグリゲートやノードに適用されます。

変更されたしきい値ポリシーを使用しているオブジェクトに対して新しいアクティブイベントが存在する場
合、それらのイベントは廃止とマークされ、新たに定義されたしきい値ポリシーとしてカウンタの監視が開始
されます。

ボリューム移動処理が実行されると、 ONTAP から情報変更イベントが送信されます。パフォーマンスエクス
プローラページのイベントタイムラインとパフォーマンス/ボリュームの詳細ページに、変更イベントのアイ
コンが表示され、移動処理が完了した時間を示します。

オブジェクトを別のクラスタに移動した場合、ユーザ定義のしきい値ポリシーはオブジェクト
から削除されます。必要に応じて、移動処理の完了後にしきい値ポリシーをオブジェクトに割
り当てる必要があります。ただし、動的なしきい値ポリシーとシステム定義のしきい値ポリシ
ーは、新しいクラスタへの移動後にオブジェクトに自動的に適用されます。

HA のテイクオーバーおよびギブバック時のしきい値ポリシーの機能

ハイアベイラビリティ（ HA ）構成でテイクオーバー処理またはギブバック処理が発生した場合、 1 つのノー
ドから別のノードに移動されたオブジェクトのしきい値ポリシーは手動による移動処理の場合と同じように保
持されます。Unified Manager ではクラスタの構成に変更がないかどうかを 15 分間隔でチェックするため、
スイッチオーバーによる新しいノードへの影響は、クラスタの構成のポーリングが次に行われるときまで特定
されません。

15 分間の構成の変更の収集期間内にテイクオーバー処理とギブバック処理の両方が発生した場
合、一方のノードからもう一方のノードへのパフォーマンス統計の移動が表示されないことが
あります。

アグリゲートの再配置時のしきい値ポリシーの機能

を使用して、ノード間でアグリゲートを移動する場合 aggregate relocation start コマンドでは、単
一のしきい値ポリシーと組み合わせしきい値ポリシーの両方がすべてのオブジェクトで保持され、しきい値ポ
リシーのノードの部分が新しいノードに適用されます。

MetroCluster スイッチオーバー中のしきい値ポリシー機能

MetroCluster 構成で 1 つのクラスタから別のクラスタにオブジェクトが移動された場合、ユーザ定義のしき
い値ポリシーの設定は保持されません。それらのしきい値ポリシーが必要な場合は、パートナークラスタに移
動されたボリュームおよび LUN に適用できます。オブジェクトが元のクラスタに戻ると、それらのユーザ定
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義のしきい値ポリシーが自動的に再適用されます。

スイッチオーバーおよびスイッチバックの発生時のボリュームの動作

パフォーマンスしきい値ポリシーのページの説明

Configuration / Performance Thresholdsページを使用して、パフォーマンスしきい値ポ
リシーを作成、編集、クローニング、削除、および表示します。

以下のトピックは、該当するページの*ヘルプ*をクリックすると表示されます。

Configuration / Performance Thresholdsページ

Configuration / Performance Thresholdsページを使用すると、現在定義されているすべ
てのパフォーマンスしきい値ポリシーを表示できます。このページには、しきい値ポリ
シーを作成、クローニング、編集、および削除する機能も用意されています。

パフォーマンスしきい値ポリシーのリストは、ポリシー名のアルファベット順にソートされます。列ヘッダー
をクリックすると、その列でポリシーをソートできます。特定のポリシーを検索する場合は、フィルタと検索
を使用して、インベントリリストに表示するしきい値ポリシーを絞り込むことができます。

フィルタと検索バー

[Filtering]ボタンを使用すると、特定の条件に一致するポリシーのみを表示して、しきい値ポリシーのリスト
を絞り込むことができます。

• Search *ボタンを使用すると、ポリシー名の全体または一部を入力して特定のポリシーを検索し、インベ
ントリリストに表示するしきい値ポリシーのリストを絞り込むことができます。

コマンドボタン

• * 作成 * 。

新しいパフォーマンスしきい値ポリシーを作成します。

• * クローン *

選択したポリシーのコピーに基づいて、新しいパフォーマンスしきい値ポリシーを作成します。

• * 編集 * 。

選択したパフォーマンスしきい値ポリシーを変更します。ポリシーを使用しているすべてのストレージオ
ブジェクトが、改訂したポリシーを使用するように更新されます。

• * 削除 *

選択したパフォーマンスしきい値ポリシーを削除します。ポリシーを使用しているすべてのストレージオ
ブジェクトからポリシーが削除されます。[関連オブジェクト]列の項目をクリックすると、このポリシー
を現在使用しているオブジェクトを表示できます。
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しきい値ポリシーのリスト

• * ポリシー名 *

しきい値ポリシーの名前が表示されます。ポリシー名にカーソルを合わせると、ポリシーの詳細を確認で
きます。

• * 概要 *

しきい値ポリシーの簡単な概要 が表示されます。

• 最初の条件

しきい値ポリシーの第1条件が表示されます。定義済みのパフォーマンスカウンタおよび警告トリガーの
値と重大トリガーの値が含まれます。条件名にカーソルを合わせると、条件の詳細を確認できます。

• * 2番目の条件*

セカンダリしきい値ポリシーの条件が定義されている場合は表示されます。条件名にカーソルを合わせる
と、条件の詳細を確認できます。2番目の条件が定義されていない場合、この列は空白になります。

第2条件が定義されている場合は、両方の条件に違反している場合にのみイベントが生成さ
れます。

• 関連オブジェクト

しきい値ポリシーを適用可能なストレージオブジェクトのタイプ、およびポリシーを使用しているオブジ
ェクトの数が表示されます。少なくとも1つのオブジェクトにポリシーを割り当てるまで、このフィール
ドは空白になります。

列見出しをクリックすると、ボリューム、LUN、アグリゲートなど、オブジェクトタイプ別にポリシーを
ソートできます。ポリシー名をクリックすると、現在しきい値ポリシーを使用しているオブジェクトを含
むインベントリページを表示できます。

パフォーマンスしきい値ポリシーの作成ページまたはクローンポリシーのページ

Create Threshold PolicyページまたはClone Threshold Policyページを使用すると、新し
いパフォーマンスしきい値ポリシーを作成できます。

このページのフィールドに値を入力し、* Save *をクリックしてパフォーマンスしきい値ポリシーを追加でき
ます。

• オブジェクトタイプ

しきい値ポリシーを作成するストレージオブジェクトのタイプを選択します。

• * ポリシー名 *

しきい値ポリシーの名前を入力します。この名前は、Unified Managerの他のページに表示されます。ポリ
シーの簡単な概要 を入力してください。
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• * 概要 *

（オプション）しきい値ポリシーの詳細な概要 を入力します。

• しきい値

プライマリおよびオプションでセカンダリのしきい値カウンタの条件を定義します。セカンダリカウンタ
を使用する場合、しきい値を超えたとみなされるには、両方のカウンタが制限値を超える必要がありま
す。

◦ カウンタを選択

パフォーマンスしきい値を設定するカウンタを選択します。

◦ * 警告 *

警告とみなすカウンタの制限値を入力します。

◦ * 重要 *

重大とみなすカウンタの制限値を入力します。

しきい値の有効な値は、数値については 0.001~10 、 000 、 000 、割合については 0.001~100 、使用済
みパフォーマンス容量の割合については 0.001~200 です。

• * 期間 *

カウンタの値が警告または重大の制限値よりも大きい時間を分単位で選択してください。Unified Manager

は新しいパフォーマンスカウンタの値を5分ごとに収集するため、メニューには5の倍数がオプションとし
て表示されます。

パフォーマンスしきい値ポリシーの編集ページ

しきい値ポリシーの編集ページを使用して、既存のパフォーマンスしきい値ポリシーを
変更できます。

このページのフィールドを変更し、*保存*をクリックしてパフォーマンスしきい値ポリシーを変更できます。
そのしきい値ポリシーを現在使用しているすべてのクラスタオブジェクトが自動的に更新され、新しいポリシ
ー定義が使用されるようになります。

• オブジェクトタイプ

オブジェクトタイプは変更できません。

• * ポリシー名 *

しきい値ポリシーの名前を変更します。

• * 概要 *

しきい値ポリシーの詳細な概要 を変更します。
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• しきい値

プライマリおよびオプションでセカンダリのしきい値カウンタの条件を変更します。

◦ カウンタを選択

パフォーマンスしきい値を設定するカウンタを変更します。

◦ * 警告 *

警告とみなすカウンタの制限値を入力します。

◦ * 重要 *

重大とみなすカウンタの制限値を入力します。

• * 期間 *

カウンタの値を警告または重大の制限値よりも大きくする必要がある分数を変更します。

パフォーマンスしきい値ポリシーの割り当てページ

しきい値ポリシーの割り当てページを使用して、1つ以上のストレージオブジェクトにパ
フォーマンスしきい値ポリシーを割り当てることができます。

ポリシーのリストには、ストレージオブジェクトタイプに適したポリシーのみが表示されます。

オブジェクトに適用するポリシーを選択し、*ポリシーの適用*をクリックします。

ポリシーを適用しようとすると、次のようなエラーメッセージが返される場合があります。

• 使用済みパフォーマンス容量カウンタを使用するポリシーを、ONTAP 9.0以降のソフトウェアがインスト
ールされていないノードまたはアグリゲートに適用する場合。

9.0より前のバージョンのONTAP ソフトウェアでは、パフォーマンス容量カウンタがサポートされませ
ん。

• FlexGroup ボリュームに適用する組み合わせポリシーで、2つ目のカウンタにノードオブジェクトまたは
アグリゲートオブジェクトが含まれている場合。

FlexGroup ボリュームは複数のノードやアグリゲートに分散している可能性があるため、この処理は許可
されません。

パフォーマンスしきい値ポリシーのページをクリアします

しきい値ポリシーのクリアページを使用して、1つ以上のストレージオブジェクトからパ
フォーマンスしきい値ポリシーを削除またはクリアできます。

ポリシーのリストには、選択したオブジェクトで使用されているポリシーのみが表示されます。
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ストレージオブジェクトから削除するポリシーを選択し、*ポリシーのクリア*をクリックします。
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